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『たすきがけ』
3 つしたが +2
元かの係数が 1 でない ときの
因数分解 の 方法

gets
3が+7が2=(0×+0)(0×+0)

この マル〇 〇 〇 〇 に入る数字を 考 る 。

こいとも
右辺の分配法則 から
○ XO = 3 0 × ○ = 2

1 と 3 2

3 × 1 2 × 1

さらに 〇 〇 +00=7 となれはない 。

1 × 2 t | × 3 = 水
3×2+1×1 = 7@ ← 適当 に入れて探す。

よ、て 3た7か 2=(3×+1) (x+ 2 )-_-

-_-、、

これを応用問題でも対応できるよう 、 書き方 を ビル化する j



費が"顎○、
鬱鬱は

-

3なるが 2
線籅琰を

ii. 灝に○もう一度
、準、羅7 とし 合っ て いれば 正解

3が+7 x +2
合っていない のでやりた3hnnnnntf.ee
。

ここで決めた 4 )の数の

上の 2 ) と 下 の 2 つ で カッコ をつくる 。

3で+7×+2=(3×+1) (か2 )
= = =

一

-_-/
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